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平成26年（2014年）2月、
関東甲信地方では記録的な
大雪となり、建築物の被害
（写真1）が発生した。被害
を受け社会資本整備審議会
建築分科会で報告書が作成
された1)。

本パネルでは当該報告書
を受けて弊所が携わった積
雪後降雨荷重の評価と、弊
所内で実施中のトラス構成
部材の耐力検討を紹介する。

平成26～28年度の建築基準整備促
進事業として、屋外実験（写真2）や
屋内実験が行われた2)3)4)。実験では
試験屋根上の積雪に対して人工的に
雨を降らせて、水量を測定すること
により（図1）割増荷重を把握した。
結果は屋根諸元（スパン長さ・勾
配）で整理して（図2）、積雪荷重の
算定方法を提案した。また、軒どい
等が排水の阻害要因とならないこと
を実験により確認した。さらに、勾
配が変化する屋根での荷重割増状況
を把握するための実験を実施すると
ともに、その積雪内での水分移動の
メカニズムを検討するためにモデル
での検討5)（図3）や数値解析による
検証を行った。

研究成果は国土交通省告示や技術
的助言に反映された6)。

写真 2 屋外実験4)

図 2 実験結果と近似線3)に加筆
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図 3 降雨による積雪内の飽和層のモデル5)
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写真 1 被害例2)

図 1 人工
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(b)で拡大

図 6 面外変形

大雪で倒壊した建築物
の中にはトラス梁斜材の
ガセットプレート（以下
GP）接合部の変形を伴う
ものがあった（写真3）。

(a) 内観 (b)屋根のトラス梁
写真 3 接合部変形を伴って倒壊した例
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ここでは成果の一部9)を紹介す
る。試験体はトラス梁の斜材を
想定して実状に近いGP接合部を
両端にもつものとした（図 4）。
パラメータはGP等の板厚で、薄
いもの(PL6)と厚いもの(PL9)で
ある。試験体に軸方向圧縮力を
掛けたときの荷重と変形の関係
は図 5のようになり、厚いもの
は設計上期待される耐力（図の
破線）に達したが、薄いもので
は達しなかった。変形状態は写
真4及び図6のようになり、薄い
ものは接合部の変形を伴ってい
る。既往の研究を若干修正して
耐力を評価すると図5中の一点鎖
線となり、GP形状に応じて評価
できる可能性を示すことができ
た。

引き続き耐力推定方法の妥当
性の検証等を進めていく予定で
ある。

接合部を含む材の耐力
に関する研究7)や留意点8)

はあるが、実状に近いGP
形状の接合部変形を含む
耐力の評価方法は確立さ
れていないため、研究を
進めている。

図 4 試験体
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図 5 軸力-軸変形関係
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